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観
音
堂
の
平
成
大
修
理
を
し
て

い
る
那
古
寺
に
は
貴
重
な
文
化
財
が

た
く
さ
ん
伝
来
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
、千
葉
県
指
定
有
形

し
ゅ
う
じ
ほ
け
き
ょ
う

ふ
も
ん
ぼ
ん

文
化
財
の「
繍
字
法
華
経
普
門
品
」一

巻
が
あ
り
ま
す
。繍
字
と
い
う
の
は
、

筆
で
書
い
た
の
で
は
な
く
、刺
繍
の

技
法
で
お
経
の
文
字
を
縫
い
取
っ
た

も
の
で
す
。　
　
こ
の
お
経
は
下
の

写
真
の
よ
う
に
「
妙
法
蓮
華
経

か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ

観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」と

あ
り
ま
す
が
、通
常
は
こ
の
部
分
だ

け
を
独
立
し
た
単
独
の
経
典
と
し
て

扱
わ
れ
、「
観
音
経
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ふ
も
ん

普
門
と
は
、あ
ま
ね
く
開
か
れ
た

門
の
意
味
で
、す
べ
て
の
人
を
救
う

観
音
菩
薩
の
功
徳
を
表
し
て
い
ま

す
。開

い
た
最
初
の
見
返
し
に
は
、二

天
を
従
え
た
釈
迦
如
来
が
、象
に

ふ
げ
ん

乗
っ
た
普
賢
菩
薩
と
対
面
し
て
い
る

場
面
の
絵
が
、そ
し
て
巻
末
に
は
千

手
観
音
像
が
画
か
れ
て
い
ま
す
。こ

　　「
館
山
で
生
ま
れ
、小
学
校
２
年

の
夏
ま
で
い
ま
し
た
。や
ん
ち
ゃ

で
、保
育
園
に
入
っ
て
は
す
ぐ
や

め
て
し
ま
い
、入
園
式
を
３
回
し

ま
し
た
。三
福
寺
の
近
所
に
住
ん

で
い
ま
し
た
の
で
、館
山
小
学
校

ま
で
20
分
く
ら
い
か
け
て
通
っ

て
い
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
は
女
性

で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
。市
内
で

も
女
子
サ
ッ
カ
ー
が
盛
り
上
が
る

と
い
い
で
す
ね
」（
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
　
上
田
栄
治
監
督
）

市
民

シリーズ

204

232

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

      

上
田
栄
治
前
監
督

館
山
で
も
女
子
の
サ
ッ
カ
ー
が

　
　
　
　
　
盛
ん
に
な
る
と
い
い
で
す
ね

　
市
立
博
物
館
の
12
月
の
休
館
日
は

６
日
、13
日
、20
日
、27
日
、29
日
、30

日
、31
日
で
す
。

PHOTO/なでしこジャンパン率い、アテネでベスト８、館山市出身の上田栄治

　
昭
和
28
年
12
月
、館
山
市
沼
で

出
生
。館
山
小
学
校
に
２
年
ま
で

在
学
。市
原
市
に
転
出
後
、中
学

ま
で
は
野
球
、県
立
薬
園
台
高
か

ら
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
み
、青
山

学
院
大
を
経
て
、フ
ジ
タ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
。フ
ォ
ワ
ー

ド
と
し
て
当
時
の
日
本
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
で
活
躍
し
た
。

　
引
退
後
、平
塚（
現
湘
南
）の

強
化
担
当
と
し
て
中
田
英
寿
選
手

の
入
団
、セ
リ
エ
Ａ
移
籍
に
か
か

わ
る
。99
年
同
チ
ー
ム
監
督
。同

年
12
月
か
ら
２
０
０
２
年
５
月
ま

で
、日
本
人
初
と
な
る
海
外
の
代

表
チ
ー
ム
監
督
と
し
て
、マ
カ
オ

代
表
を
指
導
。

　
同
年
８
月
よ
り
日
本
女
子
代
表

監
督
に
就
任
し
、「
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」で
女
子
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

を
率
い
、ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た

す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、代

表
監
督
を
辞
し
、Ｊ
２
湘
南
ベ
ル

マ
ー
レ
の
監
督
に
就
任
。先
月
３

日
に
、教
育
委
員
会
や
防
犯
協
力

会
が
主
催
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
上
田
監
督
の
講
演
会
を

開
催
。多
く
の
市
民
が「
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
挑
戦
」に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。（
＝
写
真
）

中
国
の
娘
た
ち
が

刺
繍
で
縫
い
あ
げ
た
観
音
経

れ
は
、墨
で
線
描
し

た
も
の
に
、緻
密
に

彩
色
を
施
し
た
も
の

で
す
。

経
文
は
、白
色
の

絹
の
布
に
藍
色
の
絹

糸
を
使
っ
て
文
字
を

刺
繍
し
て
い
ま
す

が
、「
仏
」と
い
う
文

字
は
金
糸
を
用
い
て

表
し
て
い
ま
す
。

長
さ
は
、経
文
部

分
が
二
六
五
セ
ン
チ

で
、見
返
し
と
巻
末

の
絵
が
、そ
れ
ぞ
れ

一
九
セ
ン
チ
の
幅
と

な
っ
て
い
ま
す
。

巻
末
の
奥
書
に

し
せ
い

は
至
正
二
十
一
年（
一
三
六
一
）に
、

へ
い
こ
う

か
て
い

中
国
の
平
江
州
の
嘉
定
、現
在
の

こ
う
そ
し
ょ
う

よ
う

江
蘇
省
呉
県
に
住
む
姚
氏
の
二
人

娘
、蛍
・
香
が
思
い
立
ち
、人
々
か
ら

浄
財
を
募
め
て
絹
布
を
買
い
求
め
、

多
く
の
女
性
た
ち
と
こ
れ
を
作
製
し

た
と
、そ
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、こ
の
経
巻
は
数

少
な
い
中
国
元
朝
の
渡
来
品
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。ま
た
、最
終
の

ち
し
ゃ
く
い
ん

巻
末
に
、京
都
智
積
院
の
第
九
世

ゆ
う
ば
ん

宥
鑁
が
、元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）

に
那
古
寺
に
こ
れ
を
与
え
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

宥
鑁
は
三
芳
村
の
宝
珠
院
に
い

た
こ
と
も
あ
る
房
州
出
身
の
お
坊
さ

ん
で
す
。文
字
を
刺
繍
で
表
し
た
経

巻
は
わ
が
国
で
は
と
て
も
珍
し
い
も

の
で
す
が
、那
古
寺
所
蔵
品
と
一
類

と
思
わ
れ
る
も
の
が
、京
都
智
積
院
、

三
芳
村
の
宝
珠
院
と
そ
れ
ぞ
れ
に
伝

来
し
て
い
ま
す
。

こ
の
年
、宥
鑁
は
死
去
し
て
い
ま

す
の
で
、宥
鑁
に
縁
の
深
い
ふ
る
さ

と
の
寺
院
に
、形
見
と
し
て
分
け
与

え
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

▲刺繍で作られた観音経
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　平成16年度９月補正で、一般会計の歳入・歳出にそれ
ぞれ９千517万３千円を追加し、総額166億１千735
万４千円となりました。
　歳出補正の主な事業は、次のとおりです。
●公職選挙法の改正による期日前投票制度施行に伴い
４号館１階倉庫を期日前投票所として整備するための
庁舎等改修工事請負費（200万円）
●保育所事務の効率化を図るための保育システム構築
事業（326万３千円）
●博物館収蔵写真資料データベース化事業（597万８
千円）
●伊戸漁港と県道南安房公園線とのアクセス道路であ
る伊戸漁港関連道の道路改良工事を行う観光農漁業推

進事業（２千万円）
●下原漁港の東護岸整備事業（１千900万円）
●那古山遊歩道の危険箇所を補修するための那古山遊
歩道補修事業（122万７千万円）
●閼伽井下排水路整備の詳細設計を行う雨水排水路等
詳細設計委託（778万５千円）
●博物館本館空調設備及び浄化槽分電盤改修事業
（210万６千円）
　これらの財源は、国･県支出金、市債などを充当しま
した。
　
　特別会計では、介護保険特別会計の歳入・歳出にそれ
ぞれ８千300万９千円を追加し、総額33億４千419万
６千円としました。
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（25.1）37億7,610万円

（14.1）21億2,348万円

（13.1）19億6,932万円

（12.6）18億9,104万円

（12.1）18億2,964万円

（9.4）14億2,305万円

（13.6）20億5,214万円

59億2,080万円（38.0）

34億9,362万円（22.4）

14億9,980万円（9.6）

13億5,194万円（8.7）

7億5,153万円（4.8）

25億5,883万円（16.5）

市　税

地　方
交付税

市　債

国　庫
支出金

県
支出金

その他

民 生 費

教 育 費

衛 生 費

総 務 費

公 債 費

そ の 他

②平成15年度決算・歳入総額

155億7,652万円
①平成15年度決算・歳出総額

150億6,477万円

（構成比％）
注釈：千円単位四捨五入

土 木 費

14
年
度
と
比
べ

歳
入
・
歳
出
と
も
に
減
少

　
市
の
会
計
は
一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。市
民

生
活
に
直
接
関
係
が
深
い
、道
路

の
補
修
や
学
校
整
備
、福
祉
な
ど

の
経
費
が
一
般
会
計
で
す
。

　
昨
年
度
の
一
般
会
計
で
、ど
れ

だ
け
支
払
っ
た
か
、収
入
し
た
か

を
上
の
①
②
の
グ
ラ
フ
で
示
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
15
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、歳
入
で
155
億
７
千
652
万
円
、

歳
出
で
150
億
６
千
477
万
円
で
、14

年
度
と
比
べ
て
、歳
入
で
11
・
２

％
、歳
出
で
12
・
０
％
そ
れ
ぞ
れ
減

少
し
ま
し
た
。

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
③
）、人
件
費
が
最
も
多

く
、全
体
の
25
・
６
％
。次
い
で
社

会
保
障
制
度
と
し
て
生
活
困
窮
者

や
身
体
障
害
者
な
ど
が
生
活
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
給
付
す
る
も
の

な
ど
を
含
む
扶
助
・
補
助
費
等
が

23
・
３
％
、公
債
費
が
13
・
１
％
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
、全
体
の
38
・
０
％
を
占

め
る
市
税
の
内
訳
を
み
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
④
）、固
定
資
産
税
が
全

体
の
45
・
４
％
、次
い
で
市
民
税
が

37
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
税
と
入
湯
税
は
目
的

税
と
呼
ば
れ
、使
い
み
ち
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
15
年
度
の
都
市
計
画
税
収
入
額

（
５
億
４
千
982
万
円
）は
、都
市
計

画
事
業
の
船
形
館
山
港
線
整
備
事

業（
５
千
653
万
円
）、館
山
駅
西
口

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業（
１
千

473
万
円
）、公
共
下
水
道
整
備
事
業

（
５
億
２
千
934
万
円
）や
、過
去
に

行
っ
た
城
山
公
園
な
ど
の
都
市
計

画
事
業
に
係
る
地
方
債
の
償
還

（
１
億
９
千
79
万
円
）の
一
部
に
充

て
ら
れ
、入
湯
税
の
収
入（
249
万

円
）は
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購

入
や
防
火
水
槽
の
修
繕
工
事
費
の

一
部
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

（25.6）38億4,947万円

（13.1）19億6,931万円

 （23.3）35億0,989万円

（12.3）18億4,960万円

（14.1）21億4,592万円

人件費

扶助・補助費等

普通建設事業費

公債費

物件費

その他

（45.4）26億8,753万円

（37.0）21億9,232万円

（9.3）5億4,982万円

（6.8）4億0,334万円

（1.4）8,413万円

（0.1）366万円

固定資産税

市民税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税

その他

③性質別歳出の内訳

150億6,477万円
④市税の内訳

59億2,080万円

（構成比％）
注釈：千円単位四捨五入

　
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、独
立

採
算
を
建
て
前
に
運
営
さ
れ
る
も

の
を
特
別
会
計
と
い
っ
て
、一
般

会
計
と
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
15
年
度
の
特
別
会
計
は
、国
民

健
康
保
険
、老
人
保
健
、介
護
保

険
、学
童
災
害
共
済
事
業
、下
水

道
事
業
、公
設
地
方
卸
売
市
場
事

業
の
６
つ
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
と
歳
出
、前

年
度
対
比
を
次
の
表
で
示
し
て
い

ま
す
。

（11.6）17億4,058万円

17事業　9,517万3千円を補正

市民の負担と市の支出
１人あたり使われたお金　   約293,000円
１人あたり負担した市税　   約115,000円
１世帯あたり使われたお金　約704,000円
１世帯あたり負担した市税　約276,000円

人口51,360人　世帯数21,414世帯

（平成16年５月末現在）

▼一般会計

▼特別会計

国民健康保険

老人保健

介護保険

学童災害共済事業

下水道事業

公設地方卸売市場事業

503,029

531,846

312,752

         84

  97,499

8,167

10.5％

 ▲5.3％

   11.0％

 8.7％

▲2.4％

3.7％

498,062

531,144

305,188

　　73

  97,362

946

  11.8％

　▲5.0％

   10.8%

  10.9％

▲2.4％

42.5％

会　計　名

▼平成15年度特別会計の決算状況 （単位：万円）

前年度対比 歳　出 前年度対比歳　入

わ
た
し
の
税
金
、何
に
使
わ
れ
た
の
？

平
成
15
年
度
決
算
を
公
表
　
一
般
会
計
歳
出
・
民
生
費
が
ト
ッ
プ
　

決 算

博物館収蔵写真資料データベース化や観光農漁業推進事業など

　市民のみなさんの税金が、どの
ように使われたか、市の財政状況
がどうなっているか。この決算の
公表は、市の財政がどのように運
営され、どのような状況にあるか
を知っていただくものです。昨年
度の決算の概要と今年度予算の９
月補正額をお知らせします。
　問合せ／財政課財政係
　　　　　            �22ー3291

歳出歳入

一
般
会
計

性質別市税

特
別
会
計



ら せ

４５ だん暖たてやま 平成16年11月１日

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
人
は
、国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。学

生
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、

在
学
中
に
事
故
や
病
気

で
障
害
が
残
っ
て
も
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
ば
か
り
か
、将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
も

減
額
さ
れ
ま
す
。

納
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、学
生
納
付
特
例
の

申
請
が
で
き
ま
す
。学

生
で
な
い
人
は
、免
除

申
請
で
き
ま
す
。

　
年
金
は
、人
生
の
節

目
ご
と
に
届
出
が
必
要

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

老齢基礎年金
   （満額）
障害基礎年金
（一級障害）
障害基礎年金
（二級障害）
遺族基礎年金
（妻と子１人）

本
格
的
な
高
齢
社
会
の
到
来
で
、公
的
年
金
制
度
の
果

た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。制
度
の
健
全

な
運
営
の
た
め
に
も
、国
民
一
人
ひ
と
り
が
公
的
年
金
制

度
の
意
義
を
正
し
く
認
識
し
、年
金
に
対
す
る
信
頼
と
愛

着
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

11
月
６
日
か
ら
12
日
は「
年
金
週
間
」と
し
て
、制
度

の
趣
旨
や
し
く
み
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係（
�
22
―
３
４
１
８
）

　
今
年
の
年
金
制
度
改
正
で
、保
険

料
や
被
保
険
者
の
適
用
が
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。

○
所
得
情
報
の
取
得

　
こ
の
10
月
か
ら
未
納
対
策
の
た

め
、国
が
被
保
険
者
の
所
得
情
報

を
入
手
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
引
上
げ

　
現
在
、毎
月
の
国
民
年
金
保
険

料
は
１
万
３
千
300
円
で
す
が
、来

年
４
月
に
は
１
万
３
千
580
円
に
。

以
後
、毎
年
月
額
280
円
引
き
上
げ

し
、平
成
29
年
度
以
降
は
１
万
６

千
900
円
に
な
り
ま
す
。

○
免
除
申
請
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
学
生
特
例
と
免
除
申
請
は
、現

在
、申
請
月
の
前
月
か
ら
該
当
し

て
い
ま
す
が
、来
年
か
ら
は
、申

明日の自分を考えて…
20
歳
に
な
っ
た
ら
加
入
し
て

届
出
は
忘
れ
ず
に

請
月
に
関
係
な
く
、学
生
特
例
は
４

月
か
ら
、免
除
申
請
は
７
月
か
ら
該

当
に
な
り
ま
す
。

○
若
年
者
の
納
付
猶
予
制
度

　
来
年
４
月
か
ら
平
成
27
年
６
月

ま
で
に
限
り
、30
歳
未
満
の
国
民
年

金
加
入
者
で
、本
人
と
配
偶
者
の
所

得
が
基
準
以
下
の
と
き
、申
請
に
よ

り
、納
付
期
間
が
10
年
間
猶
予
さ
れ

ま
す
。

○
第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
届

出　
来
年
４
月
以
前
の
第
３
号
被

保
険
者
期
間
の
う
ち
、届
出
も
れ

が
あ
る
期
間
は
、届
出
る
こ
と

で
、保
険
料
納
付
済
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。

○
多
段
階
免
除
制
度
の
導
入

　
現
在
の
免
除
額
は
、全
額
と
半

額
で
す
が
、18
年
７
月
か
ら
申
請

に
基
づ
き
、保
険
料
の
３
／
４
、

１
／
４
免
除
制
度
が
加
わ
り
ま

す
。

○
個
人
情
報
の
定
期
的
な
通
知

　
20
年
４
月
か
ら
、納
付
実
績
や
将

来
の
給
付
に
必
要
な
情
報
を
通
知

し
ま
す
。

で
す
。結
婚
し
て
配
偶
者
の
扶
養

に
入
っ
た
と
き
は
、配
偶
者
の
会

社
を
通
し
て
、第
３
号
被
保
険
者

の
手
続
き
を
。そ
の
後
、第
３
号

被
保
険
者
が
会
社
に
就
職
し
て
厚

生
年
金
に
加
入
後
、勤
め
を
辞
め

て
再
び
扶
養
に
入
る
と
き
は
、再

度
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
が
必

要
で
す
。
な
お
、
夫
（
妻
）
が
会

社
を
退
職
し
た
と
き
は
、扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
も
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、市
役
所

で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に

は
、①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
、

②
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
、③
学
生
納
付
特
例
制
度
の
期

間
、④
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出

を
し
た
期
間
、⑤
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
加
入
期
間
、⑥
国
民
年

金
に
加
入
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た

期
間
が
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
は
60
歳
ま
で

で
す
。し
か
し
、以
前
に
納
め
て

い
な
い
期
間
が
あ
り
、老
齢
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
、あ
る
い
は
受

け
取
る
年
金
額
を
増
や
し
た
い
場

合
、65
歳
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

60
歳
以
降
も
引
き
続
き
加
入
を

希
望
す
る
人
は「
任
意
加
入
」の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　794,500円

　993,100円

　794,500円

1,023,100円

今年度の年金額（基礎年金）

　木更津社会保険事務所が市役所に出張して、厚生
年金の請求や年金一般の相談に応じます。
　相談には必ず年金手帳を持参ください。代理人
は、委任状と代理人の身分を証明できるものが必要
です。
 日程／12月16日（木）、17年２月17日（木）
　　　午前８時30分から正午まで受付
　　（来庁者多数の場合、定刻前で受付終了）
 場所／館山市役所

木更津社保の出張年金相談

原
則
25
年
以
上
必
要
で
す

60
歳
以
降
も
加
入
で
き
ま
す

ここが変わる！年金制度

お 知
（３）たてやまの

舞
踊
・
音
楽
を
通
じ
て
文
化
振
興
や
国
際
交
流
に
貢
献

〈絃・竹・踊〉
ミューズ安房

〈絃・竹・踊〉ミューズ安房
〈
絃
・
竹
・
踊
〉ミ
ュ
ー
ズ
安

房
は
、音
楽
・
舞
踊
を
通
じ
て

地
域
伝
統
文
化
の
発
掘
や
伝

承
に
努
め
、青
少
年
の
情
操

教
育
や
社
会
の
健
全
化
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
足

し
ま
し
た
。ま
た
、海
外
で
は

故
郷
か
ら
離
れ
て
生
活
す
る

日
系
の
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰

問
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
春

に
は
千
葉
県
の
姉
妹
州
で
あ

る
米
国
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州

へ
の
千
葉
県
訪
問
使
節
団
に

加
わ
り
、ま
た
８
月
に
は
、ハ

ン
ガ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
フ
ォ
ー
ク
ロ
リ
ア
ー
ダ
」と

呼
ば
れ
る
世
界
民
族
芸
能
大

会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

国
内
で
は
舞
台
公
演
活
動

と
と
も
に
、特
に
学
校
な
ど

の
教
育
機
関
や
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
の
福
祉
施
設
へ
の

慰
問
活
動
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

会
長
の
里
見
香
華
さ
ん
は

「
音
楽
や
踊
り
に
よ
っ
て
地
域
文
化

の
振
興
を
め
ざ
し
、心
の
豊
か
さ
を

大
切
に
す
る
社
会
の
実
現
に
役
立

て
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。先

月
、来
日
し
た
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州

使
節
団
に
、中
里
の
家
で
入
所
者
に

よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
を
聞
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。た
ど
た
ど
し
い
演

奏
で
し
た
が
、皆
の
一
生
懸
命
さ
が

使
節
団
の
心
を
打
ち
、演
奏
後
団
長

か
ら『
心
の
耳
で
、す
ば
ら
し
い
演

奏
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
』と

感
想
を
語
ら
れ
ま
し
た
。そ
こ
は
国

境
も
健
常
者
・
障
害
者
の
境
も
な
い

素
晴
ら
し
い
光
景
で
、こ
れ
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
真
髄
だ
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
音
楽
や
踊
り
と
い
う
世
界

共
通
の「
こ
と
ば
」で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

に
尽
く
し
て
い
き
ま
す
」と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

踊りの指導を通じて国際交流

会長／里見香華
事務所／佐野86－２
会員数／30人
電話／28-1781
活動分野／社会教育・
学術・文化・芸術・ス
ポーツ・国際協力・子
ども　

　近年、大腸がんの発生が増えています。2015年には、がん死亡

者数で、男性では肺がん・肝臓がんについで第3位、女性では乳が

んについで第2位になると推測されています。

　増加の要因は、肉食による、日本人の食生活の変化といわれて

います。早期発見でほぼ100%治癒しますので、検診を受けると

ともに、食生活の改善を考えてみませんか。

　問合せ／健康管理課�23-3113

大腸がんが急増中！
最大の原因は肉食中心の食生活
　　　検診を受け、早期発見を

▼家族性大腸がん
　がんはかかり易い体質を遺伝することがあるよ
うです。親族にがんにかかった人がいたら要注意。
　
▼ポリープ体質は大腸がんになりやすい
　大腸のポリープはがん化する危険が高いので、
徹底した治療が必要です。

▼この出血は痔？　大腸がん？
　血便を「痔」と思い込み、がんの発見が遅れるこ
とがあります。痔の場合の多くは痛みを伴い、がん
では便の周囲に赤色や赤黒い血液が付着していま
す。出血があれば、早めに受診しましょう。

大腸がん予防のためのアドバイス
▼動物性脂肪を控え、食物繊維をとる
　バター、チーズ、ラード、肉の脂身などのとりすぎ
で多量に出される胆汁酸が、がん発生の要因と考え
られています。ヨーグルト・牛乳など乳製品は、腸内
の乳酸菌を増やし、発がん促進を低下させます。
　食物繊維は、発がん促進物質の胆汁酸や脂肪酸を
吸いとって、便とともに排出してくれます。
（こんにゃく・あらきくらげ・ひじき・かわのり・こん
ぶなど）

▼便秘を防ぐ
　便秘が続くと、発がん物質が長時間滞在するの
で、がんになりやすいと考えられています。
・便意は我慢しない
・毎日一定の時間にトイレに行く習慣を
・水や牛乳など、水分を多くとる
・からだをこまめに動かし、腸の動きを活発にする。



　民事的な労使間のトラブルを解決する
ために、県労働局では、個別指導・情報提
供を実施しているほか、相手方に対し、紛
争解決のためのアドバイスを実施する
「助言・指導」、紛争調整委員により両当事
者の和解の機会を提供する「あっせん」を
行っています。
　問合せ／千葉労働局総務部企画室
（�043―221―2303）、千葉駅前総合労
働相談コーナー（�043―246―4121）、
館山労働基準監督署内総合労働相談コー
ナー（�22―０１９４）

　千葉県社会保険労務士会では、無料電
話相談会を開催します。賃金、解雇、年金、
労災保険、雇用保険、社会保険などの質問
や疑問に社会保険労務士が応えます。
　日時／11月11日（木）、12日（金）午前
９時から午後５時
　専用ダイヤル／�043－222－4864
　問合せ／千葉県社会保険労務士会
（�043－241－9830）

６７ だん暖たてやま 平成16年11月１日

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
の「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」は
、教
育
に
必
要
な

資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制
度

で
、こ
れ
ま
で
に
360
万
人
を
超
え

る
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
融
資
額
／
学
生
・
生
徒
１
人
あ

　全国人権擁
護委員連合会
では「女性に対
する暴力をな
くす運動」を
11月12日か
ら25日まで展
開します。
　期間中、全国
一斉に「女性の

女性の人権ホットライン

た
り
200
万
円
以
内

　
利
率
／
年
１
・
65
％（
固
定
）【
平

成
16
年
９
月
10
日
現
在
】

　
返
済
期
間
／
10
年
以
内（
在
学

期
間
内
で
元
金
の
据
置
き
可
）

　
使
い
み
ち
／
入
学
金
、授
業
料
、

　
人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
の
中

で
人
権
思
想
を
広
め
、人
権
侵
害

が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、人

権
を
擁
護
し
て
い
く
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
、北
見
邦
子

さ
ん（
新
任
）と
松
永
君
子
さ
ん

（
新
任
）が
10
月
１
日
付
け
で
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。市

内
の
人
権
擁
護
委
員
は
、現
在
８

人
で
、表
の
と
お
り
で
す
。

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

は
、各
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
、千

葉
法
務
局
館
山
支
局（
�
22
ー
０

人
権
に
関
す
る
相
談
は
こ
ち
ら
へ

松永君子さん 北見邦子さん

　
館
山
税
務
署
で
は
、給
与
を
支
払

う
法
人
と
個
人
事
業
者（
白
色
申
告

者
）を
対
象
に「
平
成
16
年
分
年
末

調
整
等
説
明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

給
与
事
務
担
当
者
の
出
席
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
19
日（
金
）①
午
前

10
時
か
ら
正
午
、②
午
後
１
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
30
分

教
科
書
代
、ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家

賃
な
ど

　
返
済
方
法
／
毎
月
元
利
均
等
払

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
）

　
保
証
／（
財
）教
育
資
金
融
資
保

障
基
金
ま
た
は
連
帯
保
証
人
１
人

以
上

　
問
合
せ
／
国
民
生
活
金
融
公
庫

館
山
支
店（
�
22
―
２
９
１
１
）

（
日
）に
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
、市
内
全
域
で
団
本
部
指
揮

車
や
各
部
消
防
ポ
ン
プ
車
両
に
よ

る
防
火
宣
伝
パ
レ
ー
ド
や
放
水
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
朝
６
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。火
災
と
間
違
え
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課

（
�
22
―
３
４
４
２
）

　
館
山
税
務
署
で
は
、11
月
11
日

（
木
）か
ら
17
日（
水
）ま
で「
高
齢

社
会
を
支
え
る
税
」を
テ
ー
マ
に

「
税
を
考
え
る
週
間
」を
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
週
間
は
、従
来
の「
税
を
知

る
週
間
」を
今
年
か
ら
改
称
し
た

も
の
で
、税
の
仕
組
み
や
目
的
に

つ
い
て
考
え
、理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
す
る
週
間
で
す
。こ
の

期
間
を
中
心
に
税
に
関
す
る
書
写

作
品
展
や
職
員
に
よ
る
手
作
り
ポ

ス
タ
ー
展
な
ど
の
行
事
を
開
催
し

　　住　所
北条2137
宮城1039
下真倉697－3
船形871－4
北条589―3
北条1616
沼736
北条1437―9

　電　話
22－0724
22－5001
22－7763
27－4036
22－4680
23－0300
23―0884
22―6791

　氏　名
島田　牧子
池田　　勝
武田金市郎
嶌中　隆司
兵藤　恭一
大澤　光彦
北見　邦子
松永　君子

　
来
年
４
月
か
ら
入
園
す
る
幼
稚

園
児
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
入
園
は
、住
所
の
あ
る
地
区
の

幼
稚
園
で
す
。

　
富
崎
幼
稚
園
は
、新
年
度
か
ら

神
戸
幼
稚
園
と
統
合
す
る
予
定
で

す
。

　
対
象
／
▽
４
歳
児
＝
平
成
12
年

幼
稚
園
の
入
園
受
付

４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４
月

１
日
生
ま
れ
、▽
５
歳
児
＝
平

成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
願
書
配
布
期
間
／
各
幼
稚

園
で
11
月
25
日（
木
）、26
日

（
金
）の
両
日
午
後
２
時
30
分

▼幼稚園一覧

幼稚園
船 形
那 古
北 条
館 山
西 岬
神 戸
豊 房
館 野
九 重

電　話
27―4105
27―4502
22―0700
22―0632
29―0044
28―2431
23―5841
23―1287
22―9210

　
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
季

節
を
迎
え
、暖
房
な
ど
火
気
を
取

扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。冬

場
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生

し
や
く
な
り
ま
す
。市
や
市
消
防

団
で
は
家
庭
や
事
業
所
で
の
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
団
で
は
、11
月
７
日

ま
す
。

税
に
関
す
る
書
写
作
品
展

　
期
間
／
11
月
８
日（
日
）か
ら
17

日（
水
）

　
場
所
／
館
山
駅
自
由
通
路
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

職
員
に
よ
る
手
作
り
ポ
ス
タ
ー
展

　
期
間
／
11
月
11
日（
木
）か
ら
17

日（
水
）

　
場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
館
山
店
、

ジ
ャ
ス
コ
鴨
川
店

　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署（
�
22

―
０
１
０
１
）

　
11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

狩
猟
期
間
で
す
。銃
猟
が
で
き
る

時
間
は
、日
の
出
か
ら
日
の
入
り

ま
で
で
す
。

　
市
内
で
は
、神
戸
地
区
の
鳥
獣

保
護
区
の
ほ
か
、公
道
、公
園
、

境
内
、墓
地
で
は
、狩
猟
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。ハ
イ
キ
ン
グ
や

キ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
山
に
入
る
場

合
は
、ハ
ン
タ
ー
が
認
識
し
や
す

い
よ
う
目
立
つ
服
装
を
着
用
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
農
水
産
課
農
政
係

（
�
22
―
３
３
９
６
）

　
こ
の
７
月
現
在
、全
国
の
刑
法

犯
罪
は
約
８
万
７
千
件
で
、過
去

最
高
だ
っ
た
昨
年
同
時
期
と
比
べ

て
約
９
千
200
件（
約
９
・
５
％
）減

少
し
て
い
ま
す
。減
少
し
た
も
の

の
重
要
犯
罪
は
わ
ず
か
な
が
ら
、

知
能
犯
犯
罪
は
著
し
く
増
加
し
、

来
日
外
国
人
、暴
力
団
に
よ
る
犯

罪
や
薬
物
犯
罪
も
多
発
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、11
月
中
に
全

国
の
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
、追

跡
捜
査
を
行
い
ま
す
。犯
人
検
挙

に
は
市
民
か
ら
の
情
報
提
供
が
か

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、さ
さ
い
な

こ
と
で
も
通
報
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
・
連
絡
先
／
館
山
警
察

署（
23
―
０
１
１
０
）、最
寄
の
交

番
、オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
情

報
は（
�
０
１
２
０
―
０
０
６
０

２
４
）

火
災
予
防
運
動
は
じ
ま
る

「
税
を
考
え
る
週
間
」に
改
称

全
国
で
追
跡
捜
査 

迷
わ
ず
通
報
し
て

山
に
は
目
立
つ
服
装
で
　

　
狩
猟
期
間
は
じ
ま
る

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
対
象
／
概
ね
午
前
の
部
に
館
山
、

北
条
、那
古
、船
形
地
区
、午
後
の
部

に
午
前
の
部
以
外
の
地
区
と
し
ま

す
。

　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署
源
泉
所

得
税
担
当（
�
22
―
１
０
６
７
）

６
２
０
）ま
で
。

職場でのトラブルを解決に

　　
防
災
行
政
無
線
が
先
月
末
に
復

旧
し
ま
し
た
。

　
今
回
、復
旧
し
た
こ
と
で
、定

時
試
験
放
送
の
午
後
５
時
の
チ
ャ

イ
ム
を
は
じ
め
、従
来
ど
お
り
の

放
送
を
行
い
ま
す
。

　
拡
声
子
局
の
近
く
で
は
、大
音

量
で
放
送
さ
れ
る
た
め
、理
解
と

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
対
策
課

（
�
22
―
３
４
４
２
）

防
災
行
政
無
線
が
復
旧

年
末
調
整
等
説
明
会社労士110番

人権ホットライン」を設置し、夫による妻
への暴力やセクハラ、ストーカーなど、女
性をめぐる人権問題について、人権擁護
委員が相談に応じます。
　日時／11月21日（日）午前10時から午
後５時
　ホットライン／�043－247－9922
　対応者／千葉県人権擁護委員連合会女
性人権擁護委員（弁護士を含む）
　問合せ／千葉地方法務局人権擁護課内
千葉県人権擁護委員連合会事務局
（�043－247－3555）

国
民
生
活
金
融
公
庫
の「
教
育
ロ
ー
ン
」

〜
午
後
４
時
ま
で

　
願
書
受
付
期
間
／
各
幼
稚
園
で

12
月
２
日（
木
）、３
日（
金
）午
後

２
時
30
分
〜
午
後
４
時
ま
で

　
入
園
許
可
／
１
月
中
旬
〜
下
旬

に
、各
園
で
入
園
許
可
証
を
渡
し

ま
す
。

　
問
合
せ
／
各
幼
稚
園（
午
後
２

時
30
分
〜
午
後
４
時
）ま
た
は
学

校
教
育
課（
�
22
―
３
６
９
４
）

　
だ
ん
暖
た
て
や
ま
10
月
15
日

号
、９
ペ
ー
ジ
。成
人
式
の
記
事
で

「
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
」が
誤
っ
て
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
正
し
い
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
22
―
６

５
６
０
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
関
係
者

に
は
、訂
正
の
う
え
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

ら せお 知

各家庭に配布
されるチラシ



　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
房
総
Ｉ
Ｔ
推
進

協
議
会
で
は
、地
域
の
情
報
を
撮

影
・
編
集
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

情
報
発
信
す
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
座
終
了
後
、希
望
者
に
は
小

学
生
な
ど
へ
の
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　
時
間
／
午
前
10
時
〜
12
時

　
開
催
場
所
／
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー

ル
ぱ
れ
っ
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
、菜
の
花

ホ
ー
ル
、城
山
周
辺

　
対
象
／
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
に
よ

る
撮
影
経
験
が
あ
り
基
本
的
な
パ

本
、小
説
、実
用
書
な
ど
を
無
償
で

譲
り
ま
す
。

　
会
場
／
図
書
館
ロ
ビ
ー
と
図
書

館
前
駐
車
場（
雨
天
の
場
合
は
ロ

ビ
ー
の
み
）

　
お
は
な
し
会

　
親
子
で
楽
し
め
る
内
容
で
す
。本

と
の
出
会
い
も
こ
こ
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。

　
内
容
／
①
語
り「
た
こ
の
う
ら

み
」、②
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー「
な
か
よ

し
ふ
う
せ
ん
」、③
そ
の
他

　
時
間
／
午
後
２
時
か
ら

　
会
場
／
図
書
館
集
会
室

　
問
合
せ
／
市
図
書
館（
�
22
―
０

７
０
１
）

時
ま
で
開
催
し
ま
す
。

 

資
料
展 

内
房
安
房
の
文
芸
探
訪

　
館
山（
北
条
・
那
古
・
船
形
）・
富

浦
・
富
山
・
鋸
南
各
地
に
ゆ
か
り
あ

る
文
芸
作
品
や
文
学
者
た
ち
を
取

り
上
げ
て
。紹
介
、展
示
し
ま
す
。

　
会
場
／
図
書
館
ロ
ビ
ー（
図
書
館

ま
つ
り
終
了
後
も
当
分
の
間
、展
示

し
ま
す
）

　
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　
市
民
か
ら
集
ま
っ
た
本
の
リ
サ

イ
ク
ル
市
を
行
い
ま
す
。童
話
や
絵

トンベイ

８９ だん暖たてやま 平成16年11月１日

　
北
条
地
区
公
民
館
で
は
、市
の

大
型
バ
ス
で「
伝
統
文
化
め
ぐ
り
」

を
行
い
ま
す
。

　
上
総
国
分
寺
は
、741
年
に
聖
武

天
皇
の
詔
に
よ
っ
て
全
国
各
地
に

造
営
さ
れ
た
国
立
の
寺
院
。安
房

国
分
寺
と
の
関
連
を
学
び
ま
す
。

　
東
京
ガ
ス
袖
ヶ
浦
工
場
は
世
界

最
大
の
液
化
天
然
ガ
ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）

基
地
。Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
関
心
を
深
め
ま

す
。

　
日
時
／
12
月
８
日（
水
）午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時

　
コ
ー
ス
／
市
役
所
４
号
館
発
〜

東
京
ガ
ス（
袖
ヶ
浦
市
）〜
上
総
国

分
寺
・
尼
寺（
市
原
市
）〜
市
役
所

４
号
館

　
定
員
／
40
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
講
師
／
小
宮
義
夫
氏

　
参
加
費
／
千
円（
保
険
、有
料
道

路
料
金
な
ど
）、弁
当
は
各
自
持
参

　
申
込
方
法
／
電
話
で
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
北
条

地
区
公
民
館
ま
で

　
締
切
／
11
月
20
日（
土
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
菜
の
花

ホ
ー
ル
内
北
条
地
区
公
民
館（
�

24
―
１
５
１
５
）

　
語
り
部「
さ
く
ら
貝
」の
協
力
を

得
て
、安
房
博
物
館
で
は
、海
辺
の

民
話
の
語
り
を
行
い
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
20
日（
土
）午
後

１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
安
房
博
物
館
会
議
室

　
演
目
と
内
容
／
①「
少
年
の
思

い
出
」柏
崎
の
海
辺
で
育
っ
た
少

年
の
戦
中
・
終
戦
直
後
の
体
験
談
。

②「
鉈
切
の
神
様
」相
模
か
ら
や
っ

て
き
た
神
様
が
、鉈
で
化
け
物
を

退
治
し
た
話
。③「
た
こ
の
う
ら

み
」大
だ
こ
を
捕
ら
え
、毎
日
一
本

ず
つ
足
を
切
り
落
と
し
て
い
た
漁

師
の
女
房
が
、最
後
の
足
に
海
に

　
市
は
、税
収
の
減
少
や
国
の
三

位
一
体
の
改
革
な
ど
に
よ
る
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
、

良
質
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
効
率

的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
の
実
施
計
画
策
定

に
あ
た
り
、市
民
の
視
点
に
立
ち
、

民
間
の
優
れ
た
経
営
手
法
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、市

民
や
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人

な
ど
に
よ
る「
館
山
市
行
財
政
改

革
委
員
会
」を
組
織
し
て
実
施
計

画
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
今
回
、こ
の
委
員
会
の
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

　
募
集
人
員
／
２
人
程
度

　
任
期
／
平
成
16
年
12
月
15
日
〜

平
成
21
年
３
月
31
日（
予
定
）

　
応
募
資
格
／
①
市
内
在
住
・
在

勤
の
満
20
歳
以
上
で
、②
平
日
の

昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

　
平
成
14
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で

館
山
二
中
学
区
の
５
校（
二
中
、館

山
小
、西
岬
小
、神
余
小
、豊
房
小
）

が
文
部
科
学
省
学
力
向
上
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受

け
、小
中
の
垣
根
を
越
え
て
研
修

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、12
月
３
日（
金
）に
公
開

　
今
年
も
図
書
館
ま
つ
り
を
11
月

21
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
午
後
５

引
き
ず
り
込
ま
れ
た
話
。④「
布
良

星
」冬
、時
化
の
前
に
布
良
瀬
の
沖

に
出
て
く
る
星
は
、遭
難
し
た
漁

師
の
魂
が
仲
間
を
呼
び
に
出
て
く

る
と
い
う
伝
説
。⑤「
海
を
渡
っ
た

房
州
潜
り
」房
州
海
人
の
努
力
に

よ
る
、ア
メ
リ
カ
で
の「
ア
ワ
ビ
潜

水
器
漁
業
」発
祥
の
物
語
。⑥「
ほ

ん
だ
ぐ
さ
日
月
抄
」駿
河
国
か
ら

安
房
国
へ
転
封
に
な
っ
た
本
多

ま
さ
の
り

正
訥
を
藩
主
と
す
る
長
尾
藩
士
の

物
語

　
参
加
費
／
無
料

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
安
房
博
物

館（
�
22
―
８
６
０
８
）

き
る
人

　
応
募
方
法
／
任
意
の
用
紙
に

「
行
財
政
改
革
委
員
希
望
」と
し
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、作
文「
私
が

委
員
に
応
募
す
る
理
由
」（
800
字
以

内
・
様
式
任
意
）を
添
え
て
、応
募

先
に
直
接
ま
た
は
郵
送
、Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
。

　
締
切
／
11
月
30
日（
火
）【
必
着
】

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
総
務
課（
�
22
―
３
２

１
８
）、E

―m
a
il:s
o
u
m
u
k
a

@
c
ity.ta

te
ya
m
a
.c
h
ib
a
.jp

ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人

　
定
員
／
10
名

　
受
講
料
／
３
千
500
円

　
申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
、

「
ふ
る
さ
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
育
成

講
座
希
望
」と
し
、住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、応
募

先
ま
で
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
０

０
４
５
　
館
山
市
北
条
２
３
９
５

　
安
房
ネ
ッ
ト
内
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
南
房

総
Ｉ
Ｔ
推
進
協
議
会
事
務
局（
�

20
―
１
３
８
３
　E

―m
a
il

　

in
fo
@
it.aw

a.jp

）

ふ
る
さ
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
育
成
講
座

バ
ス
で
行
く 

伝
統
文
化
め
ぐ
り

行
財
政
改
革
委
員
会
の
委
員
を
公
募

　
図
書
館
で
は
、文
学
や
芸
術
に

ゆ
か
り
の
あ
る
地
を
訪
ね
る「
文

芸
散
歩
」を
開
催
し
ま
す
。

　
市
生
涯
学
習
バ
ス
を
使
っ
て
、

今
回
は
、内
房
地
区
の
北
条
、那

古
、船
形
、富
浦
、富
山
、鋸
南
方
面

で
す
。

　
日
時
／
12
月
９
日（
木
）午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
30
分

　
コ
ー
ス
／
北
条
海
岸
〜
那
古
寺

（
境
内
・
潮
音
台
）〜
崖
の
観
音
〜

富
浦
滝
淵
神
社
付
近
〜
富
山
伏
姫

洞
穴
〜
勝
山
海
岸
〜
保
田
海
岸
・

明
鐘
岬（
天
候
に
よ
り
コ
ー
ス
を

変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
参
加
費
／
昼
食
代（
弁
当
持
参

可
）

　
定
員
／
22
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
締
切
／
12
月
１
日（
水
）

バ
ス
で
行
く

　
　
　
文
芸
散
歩

　日　程
11/22（月）

11/24（水）

11/26（金）
11/29（月）
12/  １ （水）
12/  ３ （金）

　　　　　　内　　容
ディレクターの心得、テーマの決め方、撮
影の注意点、ナレーション、編集の注意
点、見る側の視点などディレクターとし
ての基本的な部分の講習
撮影実習会（城山公園周辺を予定）

パソコンを活用した編集作業

作品上映会

ふるさとディレクター育成講座の日程

　
館
山
海
上
技
術
学
校
で
は
、海

校
祭
を
開
催
し
ま
す
。練
習
船「
望

洋
丸
」に
よ
る
湾
内
周
遊
や
カ
ッ

タ
ー
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
体
験
、

激
安
バ
ザ
ー
、海
洋
グ
ッ
ズ
販
売

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
14
日（
日
）午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
館
山
海
上
技
術
学
校
、

海
上
自
衛
隊
前
の
練
習
船
係
留
桟

橋　
問
合
せ
／
館
山
海
上
技
術
学
校

（
�
22
―
１
９
１
２
）

語
り
部「
さ
く
ら
貝
」の
公
演

今
年
も
図
書
館
ま
つ
り
を
開
催

海
上
技
術
学
校
で
　

「
海
校
祭
」を
開
催

二中学区の５校で公開研究会

じん

秋山仁氏を招き講演会

　
時
間
／
午
後
１
時
30
分
か
ら
午

後
２
時
30
分

記
念
講
演

　
時
間
／
午
後
２
時
45
分
か
ら
午

後
４
時
35
分

　
テ
ー
マ
／「
子
ど
も
た
ち
の
心

に
好
奇
心
の
灯
を
点
せ
」

　
講
師
／
東
海
大
学
教
育
研
究
所

次
長
　
同
理
学
研

究
科
教
授
　
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
・
テ
レ

ビ
講
座
講
師

秋
山
仁
氏

　
問
合
せ
／
第
二

中
学
校（
�
22
―

０
５
３
１
）、館
山

小
学
校（
�
22
―

２
１
５
５
）

研
究
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
午
前
に
は
、５
校
を

代
表
し
、二
中
と
館
山

小
が
日
常
の
授
業
を
一

般
公
開
。午
後
に
は
南

総
文
化
ホ
ー
ル
で
、全

体
会
や
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ

で
も
活
躍
中
の
秋
山
仁

氏
を
迎
え
て
、記
念
講

演
を
行
い
ま
す
。学
区

の
関
係
者
だ
け
で
な
く

広
く
市
民
も
参
加
で
き

ま
す
。

午
前
の
部
　
公
開
授
業

　
時
間
／
①
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
前
10
時
15
分
、

②
午
前
10
時
30
分
か
ら
午

前
11
時
15
分

　
場
所
／
第
二
中
学
校
、

館
山
小
学
校

　
※
参
観
希
望
者
は
、各

校
へ
の
申
込
み
要
。

午
後
の
部
（
南
総
文
化

ホ
ー
ル
）

 
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
時
間
／
午
後
０
時
50
分

か
ら
午
後
１
時
20
分

全
体
会
・
挨
拶

　
　
　
・
発
表
講
評

秋山仁氏

集募

昨年の図書館まつり

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
市
図

書
館（
�
22
―
０
７
０
１
）


